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★啓発活動・広報活動
・環境イベントなどへの出展、市⺠、学校へ出前講座など
（年間約2,000⼈を啓発⽬標）
・参加者へのアンケートを通じたライフスタイルチェックなど

★排出実態調査・情報発信
・我が家の家電製品チェックシートによる調査（2015）
・エアコンの使い⽅実態調査&賢い使い⽅（2016）
→ セミナーなどによる情報発信、リーフレット配布
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⼤阪府地球温暖化防⽌活動推進センターについて
地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、
■地球温暖化の現状の啓発活動や広報活動を実施する
■⽇常⽣活に関する温室効果ガスの排出実態の調査を⾏い、調査に係る
情報や資料を分析し、その結果を提供する

⼈々の⾏動変容を促し、温室効果ガスの排出抑制を促進する
⽬ 的

★うちエコ診断
・診断を希望する家庭を対象。
家庭から排出される温室効果
ガスを定量化
→住宅のエコリフォーム
→エコ家電の導⼊
→⽇常のエコ活動など
家庭で出来る取組みをご提案

あなたの家庭は全体の○位



課 題
◎啓発対象者が環境に関⼼がある⼈に限定される。
→無関⼼層に対するアプローチ、ターゲットに応じたアプローチの選択
★⼈々の省エネ⾏動の定着と継続性
→⾏動変容につながるきめ細かい情報提供⼿法の⼯夫

家庭の省エネ⾏動変容に関する普及啓発の課題

【参考：⼈々の省エネ⾏動に関する阻害要因の深堀り】
・東京都地球温暖化防⽌活動推進センターが、平成27年度に「家庭の省エネ⾏動阻害要因等調査結果」を

実施。→「実施率が低いが、取組意欲の⾼い取り組み」に注⽬して、取り組みを阻んでいる原因を分析

◎定着していない取組みの特徴
（１）やり⽅がわからない

節⽔ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ交換など
（２）知らなかった

テレビの輝度調整など
（３）⼿間がかかる、⾯倒

エアコンフィルター清掃など



（例）オフィスワーカー× 職場

普及啓発の今後の展開（例）

◎「誰に（どうやって）」「どんな情報を」働きかけていくのか。
・「誰に（どうやって）」：若者、オフィスワーカー、⼦育て世代、⾼齢者など
・「どんな情報を」：取り組みごとに、プラス要因（環境意識やコスト改善）、
マイナス要因（⼿間・⾯倒などの）を分析して、きめ細かい情報

■効果的な普及啓発（情報提供）の検討
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「職場等での冷暖房温度設定の取り組みを実施
していることを知っている⼈」は、家庭でも取り組ん
でいる割合が⾼い。

「誰に（どうやって）」

家庭の取組状況 職場取組あり 職場取組なし

★職場での取組が、家庭で
のエコライフのきっかけとなる
ようなアプローチ
★オフィスワーカーを対象とし
た啓発イベント・セミナー・う
ちエコ診断

【便座のふたを閉じる】
～従業員への呼びかけ事例～



◎家庭への情報提供による⾏動変容

普及啓発の今後の展開（例）
「どんな情報を」

資料出典）電⼒中央研究所 温暖化対策シンポジウム2017/1/10

⼈々の⼼に訴える
情報の⼯夫の必要性

[例：⼤阪府⺠の⾏動パターンの特徴]
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平成27年度おおさかQネットアンケート調査より集計

★省エネ⾏動のきっかけ
光熱費の負担軽減、環境意識、⾝近な⼈の⼝コミ

効果的な情報提供⽅法の検討に向けて：
（例）集合住宅やオフィスなどで、異なる情報提供を実施し、⾏動変容の違いを分析



http://osaka‐midori.jp/ondanka‐c/uchieco/index.html

訪問診断や窓⼝診断のほか、団体診断（団体や企業等
の職員を対象とした診断）もあります。

お申込みはこちらからできます


